
記載要領

 　 用の記載に準用する。

 　 すること。

　７　記載要領６は、営業外収益の「その他」に属する収益及び営業外費用の「その他」に属する費

　８　注は、工事進行基準による完成工事高が「完成工事高」の総額の10分の1を超える場合に記載

  　それぞれ当該費用を明示する科目を用いて掲記すること。

　１　損益計算書は、損益の状態を正確に判断することができるよう明りょうに記載すること。

　２　「事業主利益（事業主損失）」以外の勘定科目の分類は、法人の勘定科目の分類によること。

　３　記載すべき金額は、千円単位をもって表示すること。

　４　金額の記載に当たって有効数字がない場合においては、科目の名称の記載を要しない。

　５　建設業以外の事業（以下「兼業事業」という。）を併せて営む場合において兼業事業における

　６　「雑費」に属する費用で、販売費及び一般管理費の総額の10分の1を超えるものについては、

 　 て表示すること。

　  売上高が総売上高の10分の1を超えるときは、兼業事業の売上高及び売上原価を建設業と区分し


